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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

 

回次
第111期

第２四半期連結
累計期間

第112期
第２四半期連結

累計期間
第111期

会計期間

自 平成26年
   ４月１日
至 平成26年
   ９月30日

自 平成27年
   ４月１日
至 平成27年
   ９月30日

自 平成26年
   ４月１日
至 平成27年
   ３月31日

完成工事高 (千円) 42,881,610 44,446,484 85,241,450

経常利益 (千円) 2,919,537 2,855,817 5,063,471

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 1,719,736 1,613,793 3,006,967

四半期包括利益又は　
包括利益

（千円） 2,044,288 1,644,780 4,038,039

純資産額 (千円) 33,434,657 35,683,537 35,428,057

総資産額 (千円) 71,583,640 71,586,018 69,180,044

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 37.20 34.91 65.04

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 46.0 49.1 50.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 3,425,402 △1,055,797 8,958,416

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △75,105 △482,631 361,797

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,419,010 △1,400,794 △1,435,827

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 14,197,217 17,254,432 20,203,667
 

　

回次
第111期

第２四半期
連結会計期間

第112期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 36.62 33.31
 

 

(注) 1. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

2.　完成工事高には、消費税等は含まれておりません。

3.　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

4.　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）において営まれている事業の内

容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

 

EDINET提出書類

新興プランテック株式会社(E01577)

四半期報告書

 3/20



第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日～平成27年９月30日）におけるわが国経済は、輸出や生産面に

新興国経済の減速の影響がみられるものの、緩やかな回復基調が続きました。雇用・所得環境の着実な改善を背

景として個人消費も底堅く推移し、設備投資についても緩やかな増加傾向にありました。

　海外経済は、先進国を中心として全体的に緩やかな成長が続いたものの、ギリシャ情勢、中国経済の減速、そ

の他新興国の経済成長の鈍化などの影響により、引き続き不透明な状況にありました。

　当社グループを取り巻く事業環境につきましては、主要顧客である石油業界では、国内石油市場の将来的な縮

小を見据えた石油元売りの再編が具体化するとともに、事業基盤強化のために電力事業へ新規参入するなど、事

業の多角化に向けた取り組みを進展させています。

　一方、石油化学業界につきましては、基礎原料を生産するエチレン設備の統廃合を進めておりますが、原油安

や高機能製品の海外向け製品の輸出の伸びにより、業績は改善傾向にあります。

　石油・石油化学業界全体としては、石油業界における「エネルギー供給構造高度化法」の新判断基準への対応

や石油化学業界における国際競争の激化と将来的な国内需要の減少などの影響により、引き続きメンテナンス投

資や設備投資に対しては強弱をつけた対応が行われています。

　このような中、当社グループにおいては、前期よりも増加すると見込んでいた定期修理工事の量的規模が想定

よりも縮小となった一方、プラントの老朽化・事故防止・安定稼働などの観点からのプラント強靭化対策工事、

精製能力の削減や設備廃止に伴う改造・改修工事、コンビナート連携による新投資工事、競争力のある製品生産

のための新規プラント建設工事が堅調に推移しました。また、収益面におきましては、材料費、人件費、外注加

工費などにおける単価上昇に対し、作業効率の向上、間接費および一般管理費の圧縮などによる総コストの削減

に継続的に努めてまいりました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間における業績につきましては、受注高は前年同期比11.7％増の

48,143,191千円となり、完成工事高は前年同期比3.6%増の44,446,484千円となりました。また、営業利益は

3,012,714千円（前年同期比8.8％増）、経常利益は2,855,817千円（前年同期比2.2％減）、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は1,613,793千円（前年同期比6.2％減）となっております。

(2) 財政状態の分析

（資産の部）

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、71,586,018千円で前連結会計年度末より2,405,974千円増加しまし

た。これは、受取手形・完成工事未収入金が5,825,174千円増加する一方、現金及び預金が2,950,775千円減少し

たこと等によるものであります。

（負債の部）

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、35,902,480千円で前連結会計年度末より2,150,494千円増加しまし

た。これは、支払手形・工事未払金が4,018,220千円増加する一方、未払法人税等が527,630千円、未成工事受入

金が390,459千円減少したこと等によるものであります。

（純資産の部）

当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、35,683,537千円で前連結会計年度末より255,479千円増加しまし

た。これは、利益剰余金が226,927千円、為替換算調整勘定が155,718千円増加する一方、その他有価証券評価差

額金が215,121千円減少したこと等によるものであります。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結累計期間における連結ベースの現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末

に比べ2,949,234千円減少し、17,254,432千円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金収支は、1,055,797千円の支出（前年同期では3,425,402千円の収入）となりました。主な

収入は、税金等調整前四半期純利益2,719,128千円及び仕入債務の増加4,019,603千円、主な支出は、売上債権の

増加5,822,121千円及び法人税等の支払額1,505,785千円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金収支は、482,631千円の支出（前年同期では75,105千円の支出）となりました。これは主

に、有形及び無形固定資産の取得による支出275,331千円、投資有価証券の取得による支出202,879千円の支出に

よるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金収支は、1,400,794千円の支出（前年同期では1,419,010千円の支出）となりました。これ

は主に、配当金の支払1,383,291千円の支出によるものであります。

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は37,518千円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 160,000,000

計 160,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 46,310,892 同左
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は
100株であります。

計 46,310,892 同左 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年７月１日～
平成27年９月30日

－ 46,310,892 － 2,754,473 － 1,372,023
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(6) 【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ＪＸホールディングス株式会社 東京都千代田区大手町２丁目６番３号 6,100 13.17

ＢＢＨ ＦＯＲ ＦＩＤＥＬＩＴＹ
ＰＵＲＩＴＡＮ ＴＲ： ＦＩＤＥ
ＬＩＴＹ ＳＲ ＩＮＴＲＩＮＳＩ
Ｃ ＯＰＰＯＲＴＵＮＩＴＩＥＳ
ＦＵＮＤ（常任代理人　株式会社
三菱東京UFJ銀行）

２４５ 　ＳＵＭＭＥＲ 　ＳＴＲＥＥＴ 　ＢＯＳ
ＴＯＮ， 　ＭＡ 　０２２１０ 　Ｕ．Ｓ．Ａ．
（東京都千代田区丸の内２丁目７-１決済事業
部）

1,700 3.67

株式会社ＮＩＰＰＯ 東京都中央区京橋１丁目19-11 1,500 3.23

ＪＰ ＭＯＲＧＡＮ ＣＨＡＳＥ
ＢＡＮＫ ３８５６３２（常任代
理人　株式会社みずほ銀行決済営
業部）

２５ 　ＢＡＮＫ 　ＳＴＲＥＥＴ， 　ＣＡＮＡＲ
Ｙ　ＷＨＡＲＦ，　ＬＯＮＤＯＮ，　Ｅ１４　
５ＪＰ， 　　ＵＮＩＴＥＤ 　ＫＩＮＧＤＯＭ
（東京都中央区月島４丁目16-13）

1,464 3.16

日本トラスティ・サービス信託銀
行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８-11 1,225 2.64

ＢＢＨ ＦＯＲ ＦＩＤＥＬＩＴＹ
ＬＯＷ－ＰＲＩＣＥＤ ＳＴＯＣ
Ｋ ＦＵＮＤ （ＰＲＩＮＣＩＰＡ
Ｌ ＡＬＬ ＳＥＣＴＯＲ ＳＵＢ
ＰＯＲＴＦＯＬＩＯ）（常任代理
人　株式会社三菱東京UFJ銀行）

２４５ 　ＳＵＭＭＥＲ 　ＳＴＲＥＥＴ 　ＢＯＳ
ＴＯＮ， 　ＭＡ 　０２２１０ 　Ｕ．Ｓ．Ａ．
（東京都千代田区丸の内２丁目７-１決済事業
部）

1,211 2.61

ＮＯＲＴＨＥＲＮ ＴＲＵＳＴ Ｃ
Ｏ．（ＡＶＦＣ）ＲＥ ＮＶＩ０
１（常任代理人　香港上海銀行東
京支店)

５０ 　ＢＡＮＫ 　ＳＴＲＥＥＴ 　ＣＡＮＡＲ
Ｙ　ＷＨＡＲＦ　ＬＯＮＤＯＮ　Ｅ１４　５Ｎ
Ｔ，　ＵＫ（東京都中央区日本橋３丁目11-１)

1,172 2.53

日本マスタートラスト信託銀行株
式会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 1,159 2.50

資産管理サ－ビス信託銀行株式会
社（年金信託口）

東京都中央区晴海１丁目８-12晴海アイランドト
リトンスクエアオフィスタワーＺ棟

1,138 2.45

ＳＴＡＴＥ ＳＴＲＥＥＴ ＢＡＮ
Ｋ ＡＮＤ ＴＲＵＳＴ ＣＯＭＰ
ＡＮＹ（常任代理人　香港上海銀
行東京支店）

ＯＮＥ 　ＬＩＮＣＯＬＮ 　ＳＴＲＥＥＴ， 　Ｂ
ＯＳＴＯＮ　ＭＡ　ＵＳＡ　０２１１１（東京
都中央区日本橋３丁目11-１)

1,019 2.20

計 ― 17,691 38.20
 

(注)　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 1,214,800 株

　日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）    1,159,400 株

　資産管理サ－ビス信託銀行株式会社（年金信託口） 　　1,138,900 株
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成27年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式
等)

― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ─ ―

完全議決権株式(自己株式
等)

　（自己保有株式）
普 通 株 式 　　　82,400 
　

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　46,197,500   461,975 ―

単元未満株式
普 通 株 式 　　　
30,992　　

― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 　　　　　46,310,892 ― ―

総株主の議決権 ― 461,975 ―
 

(注) １ 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式2,000株(議決権20個)含まれて

おります。

２ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式57株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成27年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式）
新興プランテック株式会
社

横浜市磯子区新磯子町27
番地５

82,400 － 82,400 0.18

計 ― 82,400 － 82,400 0.18
 

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和14年建設省令第14号）に準じて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成27年７月１日から平成

27年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 17,325,954 14,375,179

  受取手形・完成工事未収入金 24,284,188 30,109,362

  有価証券 2,999,763 2,999,815

  未成工事支出金 7,375,514 7,060,577

  繰延税金資産 625,482 554,924

  その他 491,499 523,567

  貸倒引当金 △12,828 △28,847

  流動資産合計 53,089,573 55,594,579

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 3,164,507 2,949,270

   土地 7,363,696 7,524,167

   その他（純額） 793,729 782,041

   有形固定資産合計 11,321,933 11,255,479

  無形固定資産 189,282 167,839

  投資その他の資産   

   投資有価証券 4,331,931 4,210,548

   長期前払費用 11,235 9,677

   繰延税金資産 53,012 155,779

   その他 249,862 254,508

   貸倒引当金 △66,788 △62,394

   投資その他の資産合計 4,579,253 4,568,119

  固定資産合計 16,090,470 15,991,439

 資産合計 69,180,044 71,586,018
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形・工事未払金 24,333,316 28,351,536

  短期借入金 486,888 494,472

  未払法人税等 1,597,524 1,069,893

  未成工事受入金 1,814,737 1,424,278

  工事損失引当金 61,300 －

  完成工事補償引当金 30,100 18,900

  賞与引当金 821,940 850,963

  役員賞与引当金 3,200 1,800

  その他 2,649,509 1,776,974

  流動負債合計 31,798,516 33,988,818

 固定負債   

  長期借入金 209,774 187,122

  繰延税金負債 64,485 13,916

  役員退職慰労引当金 63,520 62,172

  退職給付に係る負債 1,424,827 1,458,139

  その他 190,862 192,311

  固定負債合計 1,953,469 1,913,662

 負債合計 33,751,986 35,902,480

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,754,473 2,754,473

  資本剰余金 1,688,884 1,688,884

  利益剰余金 29,866,033 30,092,961

  自己株式 △38,386 △38,821

  株主資本合計 34,271,004 34,497,497

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 911,282 696,161

  為替換算調整勘定 △234,416 △78,697

  退職給付に係る調整累計額 △10,547 29,029

  その他の包括利益累計額合計 666,318 646,492

 非支配株主持分 490,734 539,547

 純資産合計 35,428,057 35,683,537

負債純資産合計 69,180,044 71,586,018
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

完成工事高 42,881,610 44,446,484

完成工事原価 38,183,279 39,603,884

完成工事総利益 4,698,331 4,842,599

販売費及び一般管理費 ※1  1,929,719 ※1  1,829,885

営業利益 2,768,611 3,012,714

営業外収益   

 受取利息 3,264 4,506

 受取配当金 46,791 45,869

 受取賃貸料 79,798 76,910

 為替差益 82,314 －

 その他 38,901 13,547

 営業外収益合計 251,071 140,833

営業外費用   

 支払利息 7,231 9,248

 売上割引 54,312 46,632

 為替差損 － 210,353

 その他 38,601 31,496

 営業外費用合計 100,145 297,729

経常利益 2,919,537 2,855,817

特別利益   

 固定資産売却益 254 199

 投資有価証券売却益 51,263 －

 特別利益合計 51,518 199

特別損失   

 固定資産売却損 279 －

 固定資産除却損 1,406 336

 減損損失 － 135,503

 ゴルフ会員権評価損 － 1,050

 特別損失合計 1,685 136,889

税金等調整前四半期純利益 2,969,370 2,719,128

法人税、住民税及び事業税 1,418,244 1,046,664

法人税等調整額 △183,698 6,169

法人税等合計 1,234,545 1,052,833

四半期純利益 1,734,825 1,666,294

非支配株主に帰属する四半期純利益 15,088 52,500

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,719,736 1,613,793
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純利益 1,734,825 1,666,294

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 107,070 △216,808

 為替換算調整勘定 △62,394 155,718

 退職給付に係る調整額 264,787 39,576

 その他の包括利益合計 309,463 △21,513

四半期包括利益 2,044,288 1,644,780

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 2,028,915 1,593,967

 非支配株主に係る四半期包括利益 15,373 50,813
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 2,969,370 2,719,128

 減価償却費 231,159 210,333

 減損損失 － 135,503

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,760 11,625

 完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 1,900 △11,200

 工事損失引当金の増減額（△は減少） － △61,300

 賞与引当金の増減額（△は減少） 31,107 29,022

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △3,800 △1,400

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 443,853 91,933

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △80,880 △1,347

 受取利息及び受取配当金 △50,055 △50,375

 支払利息及び手形売却損 7,231 9,248

 為替差損益（△は益） △67,984 171,009

 固定資産売却損益（△は益） 24 △199

 投資有価証券売却損益（△は益） △51,263 －

 ゴルフ会員権評価損 － 1,050

 固定資産除却損 1,406 336

 売上債権の増減額（△は増加） △7,222,165 △5,822,121

 未成工事支出金の増減額（△は増加） △1,989,703 310,399

 仕入債務の増減額（△は減少） 8,422,457 4,019,603

 未成工事受入金の増減額（△は減少） 1,222,379 △391,237

 未払消費税等の増減額（△は減少） 186,840 △801,814

 その他 105,831 △159,335

 小計 4,160,469 408,860

 利息及び配当金の受取額 50,055 50,375

 利息の支払額 △7,231 △9,248

 法人税等の支払額 △777,891 △1,505,785

 営業活動によるキャッシュ・フロー 3,425,402 △1,055,797

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 長期性預金の預入による支出 △132,572 △52,770

 長期性預金の払戻による収入 5,500 54,257

 有形及び無形固定資産の取得による支出 △191,960 △275,331

 有形及び無形固定資産の売却による収入 73,854 200

 投資有価証券の取得による支出 △3,069 △202,879

 投資有価証券の売却及び償還による収入 177,656 －

 貸付けによる支出 △150 △150

 貸付金の回収による収入 460 500

 その他 △4,823 △6,457

 投資活動によるキャッシュ・フロー △75,105 △482,631
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           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △4,000 10,000

 長期借入金の返済による支出 △29,481 △25,068

 自己株式の取得による支出 △147 △435

 配当金の支払額 △1,383,381 △1,383,291

 非支配株主への配当金の支払額 △2,000 △2,000

 財務活動によるキャッシュ・フロー △1,419,010 △1,400,794

現金及び現金同等物に係る換算差額 5,589 △10,011

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,936,876 △2,949,234

現金及び現金同等物の期首残高 12,260,340 20,203,667

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  14,197,217 ※１  17,254,432
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【注記事項】

 

(会計方針の変更等)

 

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

（会計方針の変更）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　

平成25年９月13日）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

従業員給料手当 409,160千円 428,007千円

賞与引当金繰入額 150,900千円 152,735千円

役員賞与引当金繰入額 1,000千円 1,800千円

退職給付費用 206,271千円 47,845千円

役員退職慰労引当金繰入額 10,859千円 9,569千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

現金及び預金 14,490,614千円 14,375,179千円

有価証券 ―千円 2,999,815千円

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金

△293,397千円 △120,561千円

現金及び現金同等物 14,197,217千円 17,254,432千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日)

 

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月25日
定時株主総会

普通株式 1,386,883 30 平成26年３月31日 平成26年６月26日 利益剰余金
 

 

２ 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日が当

四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日)

 

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月24日
定時株主総会

普通株式 1,386,865 30 平成27年３月31日 平成27年６月25日 利益剰余金
 

 

２ 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日が当

四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

当連結グループは、報告セグメントがエンジニアリング業のみであり、当連結グループの業績における「その他」

の重要性が乏しいため、記載を省略しております。なお、「その他」は不動産の賃貸、保険代理店業務などでありま

す。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

当連結グループは、報告セグメントがエンジニアリング業のみであり、当連結グループの業績における「その他」

の重要性が乏しいため、記載を省略しております。なお、「その他」は不動産の賃貸、保険代理店業務などでありま

す。

 

(１株当たり情報)

　

1株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

１株当たり四半期純利益 37円20銭 34円91銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 1,719,736 1,613,793

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

1,719,736 1,613,793

普通株式の期中平均株式数(株) 46,229,423 46,228,646
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成27年11月12日

新興プランテック株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   岸　　　洋　平 　印

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 　藤　田　建　二   印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている新興プランテッ

ク株式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成27年７月１日

から平成27年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、新興プランテック株式会社及び連結子会社の平成27年９月30日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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